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↑回,容吊800回緑のクロスバ交換機としてPC2形l-1動交撒機の標準化な完成し,その第1母機をR本納

竹株式会社水江製鉄所に納入して,略和34年12月13日より好胡に脚伝を行っている｡

本文でほ,l〕C2形日動交換機煙準形ふ設定の槻蜘こついて述べ,次にl･附水汀モ巨具鉄所の充棟機に適川する

ための検討および動作の概要を述べ,最後に今後に残されたl!り題点についてふれているJ

】.緒

わがい司においても,いよいより訓Jj9如こはいったクロスバ交換機の

最近の発迅は梢にめざまい､ものがあり,苓穐のクロスバ交換Jトーユが

各地に次々と誕†一三している′.このときにあたi),】｣立製作所でほ幾

多のクロスバ交換機を製作した純験に基づき,私設構内麦撒川とし

ての1･り線数,呼量に応じたr■1動吏換機を--･通り準備するため研究を

就けている｡

1輔緑数,呼昂:に応じて,それぞれ個々の機種を用意することは,

設計l二および経浦上不利となるので,回線数呼舶こ応じて界易に機

器の実装数を増減できるよう考慮しなければならない｡また大凧も

小屈も同一機種ということは経済的でなく設計にも無州を生ずる｡

このような観点カ､ら州税数,呼i~声二の収扱い~可能範囲をなるべく広く

とった数機種を標準機席としてこれらですべての私設交胤設備こ要

求される条作を満足しうるようにすることが最も望まLい.っ

今般,日本鋼伴株式会計水江製鉄㈲こ納入したクロスバ交換機は

日本電信電.箔公社のC2形(1)に州ド【けるもので,前述の標用i磯稚の

一環として設計製作したものである′つ本㈲･ま2段接弧
完全J【ミ適制

御方式による緋昌二640回線の常肛保守諸を必要としない交換機であ

って,共通制御装閏の主要機貨詮とLてほ,ワイヤスプリングリレー

を採川し,さらに共通装閏憬2組以_h設けられ,交換機能がまった

く失まっれるような郭態が発′卜しないようⅠこ7テ仝を閲すると同時に,

障‡_!手樽にほ障1~!一緒鳩,l甘行を

その外観を弟1,2図にホす｡

ホする速力表′対敵を備えている｡

2.P⊂2形自動交換轢標準形式の設定

以【FにPC2形l■l動交換機の中糾~ル式ならびにフレーム構成につ

いて述べるこ1

2.1中継方式

電話変換機のぶ計にあたっては,まず収糾･l組数,呼ぶの規膜に

適した中継力式せ識定することれ
_屯一生なことである｡本交換

設計にほ加入う判‖l線数故人500､800回線,叔大呼E一~ミニ2,000HCS程

度の私設自動交換機を点l又1したのであるが,廿立製作所では,すで

にこれとほ刷耶上席の規模をもつ無人小甘動局用クロスバ交換機の

標準形式として,H本` 信電話公神よりC2形日動交換機の設計,

製作を下命された経験がある｡C2形自動交換機はその後才汗の攻

19
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良が加えられたが,それらを含めて十分に経硝化された敗人小l■l励

局用クロスバ交換機の標 形式とLて確立しつつあり,本機にほ,

C2形自動交換機の中継方式に若干の修正を加えたものを採用する

ことにした｡

2･2 フレーム構成

フレーム構成ほ,収容回線数や回線あたりの呼量の変動に応じて,

その規模の大きさを容易に変更できるような形式とすることが,標

準化と経済性の点から重要なことである｡

このような考え方で検討を行ない,次のような理由に基づいて,前

述のC2形自動交換機のフレーム構成を私設用交換機に適するよう

に若干修正したものを採用することにした｡

(1)1フレームの加入者回線数が最大80であり,1フレームの

構成をできるだけ小規模のものとし,初期納入時の回線数に応じ

てフレーム数を増加していくのにほぼ適当な儀順であるため,標

準化が容易となり,かつ収劉_q繰数が少い時にきわめて経済的で

ある｡

(2)1加入者あたりの~､ド均発茄呼見を3HCSとして,これに適

Lたフレーム構成となっているが,この値は私設什J交換機におい

ても~F限としてほほば適二､11な値であるしJまた加入者1=1棟数が少い

時期においてほ1加入者回線あたりの平均発着呼鼠の基準が7

HCS程度のものを要求されることもあるが,のちに詳細=こ ミベ

ように,1フレームの収矧･り線数を適)【利こ削減することにより,

その要求に応ザることができる｡

(3)20VxlOIiのウェスタン形クロスバスイッチを基準として

考えると,最大呼量2,000HCS程度以下では3段接続より有利で

ある(3)ので,2段接続の単純な形式をとっており,共通制御系統

の装置が簡略化され,保守が容易である｡

2.3 呼量変動に対する融通性

私設用交換機でほ,1加入者回線あたりの平均発着呼量が大きく

て,7HCS程度まで要求されることがある｡したがって弟4図のフ

レーム構成において,一次スイッチと二次スイッチを結ぷリソクの

リソクブロック率が問題となる｡

ここで弟4図のフレーム構成におけるリンクのリンクブロック率
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注:1.回申の記号は上の夫および下記による｡

A･･･山･･･A形局 XB=…L･･･XBfr.)

CB･･･…共電局 MG………磁石局

2.装置間の太線および細線はそれぞれ通話線および制御線を示す｡

第3囲 PC2形自動交換機標準中継方式図

出韓届大/〟全フレーム間語式
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第4図 PC2形自動交換機

クロスバスイッチ接続図
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Bi･ま,仝リンク数が16で,1加入者の利川しうるリンク数が8であ

ることから,呼-｢1:が仝リンクに､l-1均して加えられると~考えると,次

の式によって与えられる｡

B=(A/36×1/16)8

A:1フレーム内の全発着呼最(HCS)(1加入者回線あ

たりの平均発 呼量×収容回線数)

B:リソクブロック率

上式に呼昂Aを与えて,リソクブロック率Bを算rI与した結果を舞

5図にホす｡舞5図によれば,1加入者回線あたりの平均発茄呼二量

が大きい場合でも,1フレーム内の全発着呼量を350HCS以下にす

ることができれば,リンクブロック率ほ2/100以下にすることが吋

能である｡すなわち,このようなケースは加入者回線数が少ない場

合にのみ見られる特殊な例であると考えられるので,1フレームに

収容される加入者回線数を適当に制限することによって,リンクブ

ロック率の㈹題ほ容易に解決される｡

一例として,平均発
呼量が7HCSの場合,1フレームに80回

線を収督すれば,リンクブロック率ほ50%にもなり,サービスは低

下するが,1フレームに50回線を収容することにすれば,2%以下

にできる｡

このように策4図のフレーム構成i･よ呼量の変動に対する融通性を

もち,常にまったく同一のフレーム構成を適川することができる｡

3.中 継 方 式

PC2形日動交換機の標準中継力式ほすでに舞3図に示したが,

日本銅狩株式会祉水江製鉄所刺の PCF21一号A甘粕交換機の申離方

式を弟d図に示す｡

3.1概 要

(1)制御形式は,完全共通制御形式である｡

(2)ナンバグループほ付加しない｡

(3)番ぺ･方式ほ,一般加入者香りを3数字とL,方路識別数字

を1数字 する｡また特殊番一号ほ第1数字を"1"とする3数字で

ある｡ナソバグループを付加しないことにより,番別｣一与ほ次の

ようになる｡

(a)加入者番号の十位の数字ほ0～7となる｡

(b)百位の数字ほ,加入者収容フレームごとに異なる0～9

の任意数字となる｡
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第6図 日本鋼管蛛式会社水江製鉄所納

PCF21号A日動交換機小継方式牒

単位の数字ほ,0～9の任よ数字となる｡

方路識別番けおよび百位掛り･ほ,淵.ミ手相互間の接続変更

により,縛易に変更しうる｡

(4)セソダ方式は使用せず,f｢=1離接続は第1数字をレジスタ

で識別し,ミニマムポーズ閃にFI=､ランクに接続する｡

3.2 中継回線構成

(1) う川l~【1継機能はもたない｡

(2)川中継および人中継回線ほ,対A〕馴1),

を有する｡

卜
し
ヽ

J
｣
/対

】1の2方路

(3)両刀周回緑ほ,初期においてほもたない｡

3.3 特殊回線

(1)火災報知,救急報知,障害受付の専用トランクを有し,直

接電話機に接崩され,保留,再呼朝しを行いうる｡

(2)/､ウラトランクを有する｡

(3)NU仔トランクほ,加入 位闘こ収得され,目局内トラソ

クまたは入トランクを介して按統される｡

4.接続動作概要

PCF21巧･A〔_1動変換機の接縦の縄別には,ダイヤル了■†接絞,日周

l~用熟防,=接胤,入接続,梢番接凝,型番け接頗,=局内NR接続,

入NR接続など甘ある｡

4.1ダイヤル音接続(弟7図)

加入者が選一受器を上げ呼を発すると,ラインリレーの動作により,

ラインマーカコネクタ経l-11で2個のマーカの小のいずれか1個が起

動される｡マーカほ卿乎加入者の識別,空レジスタの選択および一

次スイッチと二次スイッチを結ぶ空ジャンクタの選択を行なって,

クロスバスイッチを動作させ,発呼加入者を空レジスタに接糾する｡

党呼加入者とレジスタとの接続を完~rすると,マーカは発呼加入

者の情報(発呼加入者のフレーム番払 サービスクラスおよび使用

したジャンクタの番号)をレジスタマーカコネクタを経由してレジ



754 昭和35年7月

β
一一--一-

/J′

J

rl

J〟

J冴 〝 ･
J

口
l l

J〟Jl//で I J

: ･

l

l
l

L_-_____

｣----1
｢__-______｣

l

l

･一･･申…｣
･申･･

節7図 PCF21弓･A｣′_丁動交換機ダイヤル再接続系統岡

〟= ノ肌｢ト=

J〝

∬J財
-

′.∫

//∫

｢--一 ｢=----｣

□

娼;】院
JJJ冴･ ′J

- -

l/′r■

-｢｢｢=遍

l

_-_▼▼_______▲▲▲▼_｣

-
■
■
■
■
-
,
■
●
一
●
■
■
■
一
｣

+

第8図 PCF21号A事′1動交換機臼局内接続系統l宍1

立

スタに送り込み復l口する｡レジスタほ信号電源を起動し,ダイヤル

舌を受け,これを発呼加入者に送Jlける｡加入者がダイヤルするこ

とでダイヤル斉ほ停止する｡

もしマーカが空レジスタの選択および空ジャンクタの選択を行な

っているとき,それらのいずれかが仝話小ならば,マーカほライン

回路に話中表示を送り返し御｢ける√つ ライン1~‖l路ほ,その表示に従

って党呼加入者に訂･卜晋を送=し,発呼加入者か受送絹をお7)せば

仝ロ_り路ほ復旧する｡

4･2 自局内接続(弟8図)

ダイヤル音接続に統いて,発呼加入者がダイヤルを行なうと,レジ

スタは,その第1数字で円周1月呼かどうかを識別し,臼局内呼であ

ることを確かめると,第2数字以下第4数字までの計数蓄積を行な

う｡発呼加入者がダイヤルを終了すると,レジスタはマーカを起動

し,被呼加入者番り･と臼川和乎の表示およびダイヤル古接続

-カから受け叔った発呼加入者の情報をマーカに送り込む｡

l

･

マーカほレジスタから受け収った被呼加入者番けに従って,加入

回線の話中試験を行ない,話｢~t-でないときほ一次スイッチと二次ス

イッチを結ぶジャンクタおよび剰:1局内トランクの選択を行ない,

クロスバスイッチを動作させて,被呼加入者とl∴1后)内トランクとを

クロスバスイッチを介して接続する｡これで被呼省側の仝通話路が

完成する｡この通話路が完成Lたことを確認して,次に発呼加入者

情報とすでにダイヤル抒接続のときレジスタと接続され使｢lほれて

いるジャンク列こ従って,二次スイッチを動作させて発呼加入者と

臼局内トランクとをクロスバスイッチを介して接続する(〕この接続

が完了するとマーカはレジスタとともに復I目する｡

被呼加入者 一次スイッチ

二次スイッチ

二次スイッチ

一次スイッチ

日局内トラソ

発呼加入者 の接続が

完了すると自局内トランクほ,被呼加入者に呼出信号,発呼加入者

に呼Ⅲ音を送出する｡被呼加入者が応答すると全通話路が完成し,

22

評 第42巻 第7-け

第9岡 PCF21弓一A自動交換機=接続系統図

呼廿首払 呼出斉はとまる｡

被呼加入者が謂中の場合,あるいは円周辛=ランク,ジャンクタ

のいずれかか仝.利一のときほ,･マーカはレジスタとともに復IHし,

レジスタが復l口すると発呼加入一斉にはライン川路より話中晋が送川

され･る.｡

通話ほ自局】ノいランクで監視される｡通話が終了して発呼加入者

が送′受器をおろせば全回路は復】口する｡

また,もし脚乎加入者が送一受揖をおろLたにもかかわらず,発呼

加入署が送受服せ斗げた可犬態を緋けるならば,一定時間(約10～20

秒)のちに卿乎加入者を必制切断して,これをロックアウトすると

ともに,[‖.■仙トランクほ復l口する｡党呼加入者にほライン川路よ

i)詐-i-1F■て･が送‖されるし.

4.3 出 接 続(~第9図)

ダイヤル音接種に続いて発呼加入者がダイヤルを開始するとレジ

スタほ,そのダイヤルインパルスを計数蓄積するが,その第1数字で

‖川l継呼であることを 別すると,レジスタほただちにマーカを起

勤して日中継呼の表ホとともに,前にダイヤル晋接続時にマーカか

らレジスタに送り込まれた発呼加入者の情報をマーカに送り返す｡

マーカはレジスタからの衣ホを受け取ると,そのⅢ中鋼呼の種別

r対A脚品対葉風‖仲継呼など)に応じて矧Ⅰ†トランクの選択と,発

呼加入者とレジスタを接続するた軍)すでに使用されているジャンク

タの識別を行ない,二次スイッチを動作させて発呼加入者と川トラ

ンクとを接続し,接続が完了するとマーカはレジスタとともに復l卜1

する｢以_f二の接続は第2数字がダイヤルされる前に完了する｡一方

(1)対A形声引lいランクにおいてほ,発呼加入者の発する第2

数字以下のダイヤルイン′くルスは,トランクを通り川手斤-1装一環を

動作させて,相手用内の被呼加入者とf【=､ランクとの接続を行な

わせる_､この接続が完成すると,柚手J‖1装置から被呼加入∵者に呼

川信り･,党呼加入者に呼川宥･が送才一iほれ,被呼加入二者の応符によ

F),呼=信り,呼川晋はとまり,仝通荊路が完成する｡

もし,被呼加入者が話中であれば,発呼加入者には相手局から

詣巾吾が送られる｡

(2)対共電誹トランクでは,‖トランクに発呼加入者が接続さ

j`Lると,州トランクより川手J‖ユに呼出信巧･,発呼加入者に呼Ⅲ音

が送刊される｡札=『-1扱者応答により,呼=信芳,呼=晋ほとま

り,発呼者 扱者の間に通謂路が完成する｡

次に扱者により被呼老が呼びJIlされ,被呼者が川トランクに接

続され全通話路が完成する｡

通訊ま‖トランクで監視され,通話が終了して送一受器をおろせば

全回路は復旧するL｡

また,もし被呼加入者送受器をおろしても,発呼加入者が送受器

を上げた状態を組ナるならば,約10､20秒後に発呼加入者を強制

切断し,これをロックアウトするとともに肘トランク自身も復旧す

る｡
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4.4 入 接 続(第10図)

4.4.1対A形局入接続

対A形入トランクか■l-1継組側から摘成されると,たたちにレジ

スタリンク制御川路を 勤し,彗レジスタを選｣桐11捉し,レジス

タリンクスイッチを動作させて入トランクとレジスタの接続な=

ない,レジスタリンクは視l【lする｡

レジスタでは狩呼加入者からの川､t,十トL r】1ト上のダイヤルイ

ンパルズを計数薫漬し,発咋加入者かダイヤルを終/すると,マ

ーカを 刺し,人接続の衣ホとともに被呼加人者芥り∴なマーカに

送り込む｡

マーカほレジスタからの衣ホを受け取り,被呼加入署回線の詣

小.相鉄を行ない,.講申でなけれぼ空ジャンクタの選択とすでに使

‖されている入トランクの調川Ijを千J:ない,入トランクと被呼加入

一考とをクロス/ミスイ､ゾチを介して接続L.レジスタとともに緒川_l

する｡

被呼加入省話中,あるいほジャンクタ仝請巾のときは入トラン

クから発呼加入者に話中肯を送flけ,発呼加入者が送受器をおろ

せば仝回路が復旧する｡

通話ほ入トランクで監視さかノる._､通荊が終了し発呼加入者が送

一受諾罠をおろせば今川路ほ復l什音~る.-て

もL被呼加入者が送′受昔昔をおろLたにもかかわらず,発呼加入

者が送受帯を上げた状態を続けるならば,約10～20秒後に発呼老

に紳Il汀を送Jllし,送ノ受皆詩をおろすことを促がすと吊 に被呼者

側川路を子狛｢二1させる(J一卿乎加入者が送受轟せ腐ろすことで全い｣i路

は視‖1する｡〕

4.4.2 対英電局入接続

共電仙勺の加入者が呼を発し,それが木交換機への人申継接続

呼であれは∴貯劇‖与扱者はプラグを小縦線にそう人し,これによ

り対共電入トランクが捕捉される.∵ 人トランクほただちにレジス

タリンクを起動し,空レジスタを選択し,レジスタリンクスイッ

チを動作させて入トランクとレジスタを接続し,レジスタリンク
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は復旧する｡

入トランクでほ中継線せ通して扱者にダイヤル芹を送F†~ける｡

これを聞いて扱老はダイヤルを闇始する｡

レジスタは,このダイヤルインパルスを計数蓋積し,マーカを

動し,以下対A形入接続と同様に被呼加入一着と入トランクの接

続が歳/しレジスタおよびマーカほ復lト】する｡

入トランクほ被呼加入者に呼才一11信号,扱者に呼= し
]む

柳平割とミ掛こより机上する｡次に扱者は発呼加入者を中継線に接

続し,仝通話路が完成する｡

通話ほ入トラソクで監視され,発呼老が送受器をおろせは全回

路ほ復】∩する｡被呼加入 箸注をおろしても発呼加入者が送

受贈を上げている場合は対A形人接続と同様である｡

4.5 特番接続(弟11図)

ダイヤル肯接続に続いて,発呼加入者が(110またほ100,救急報

知),113(障黒受付),119(火災報知)をダイヤルすると,レジスタ

ほ,その第1数字で粕番接続呼であることを

ーカを

別し,第3数字でマ

勤し,特番接続の表示と十位単位の2数字を発呼加入者情

軸とともにマーカに送り込む｡

マーカほ特殊トランクの識別と,発呼加入者とレジスタを接続す

るためすでに使用されているジャンクタの識別を行なって,二次ス

イッチを動作させ,発呼加入者と特殊トランクをクロスバスイッチ

を介して接続L,マーカほレジスタとともに復旧する｡

特殊トラソクの目線ほ一江接電話機に接続されていて,

一次スイッチ 二次スイッチ 特殊トラソク

電話機の接続路が完成し,特殊トランクから特殊番け

発呼加入者

特殊番号

詣機 嘲に

信号,発呼加入者に呼甘告が送出される｡被呼老が応答すれほ呼‖

信号,呼旧音ほ停止し,全通話路が完成する｡

通話は特殊トランクで監視され,被呼 が送受器をおろせば全回
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路が復旧する｡

発呼加入者が送受器をおろしても,拍殊トラソクは被呼省側電話

機で保持され,もし必要があれば,被呼省側で再呼滝 とこす倒を

により,特殊トランクから発呼加入者に呼‖=言けが送J-I-‡され,発呼

加入者が応答すればふたたび通話することができる｡

4.d 空番号接続(弟12,13図)

発呼加入者がダイヤルを完了するとトレジスタほマーカを起動し,

被呼加入者番号および発呼加入者に関する情報をマーカに送り込

む｡マーカは空日 Ⅰ勺トラソクの選択(入中継呼の場合は,使用さ

れている入トラソクの識別)を行なう｡

もし発呼加入者のダイヤルした番一号が牢番ぺ▲であればて-カは被

呼者謂[い試験で空番-F‡であることを識別し,あらかじめ定められた

ラインリソタフレームの特定の加入者位間に収厚されているNU晋

トラソクと白局内トランク(または入トラソク)とをクロスバスイッ

チを介して接続する｡

入接統の場合は,この接続が終了するとマーカとレジスタほ視旧

し,加入者にはNU古トランクからNU晋を送～11する｡

且局内接統の場合は,マーカは発呼加入者の†】■用iに従って発呼署

の接続を行ない,発呼加入者

自局内トランク

一次スイッチ

二次スイッチ

二次スイッチ

一次スイッチ NU占▲

トラソクの接続路を完成し,マーカはレジスタとともに復旧し,N

U音トランクは加入者にNU音を送‖する｡

発呼加入者が送受暑詩をおろせば全†呵路ほ復l口する｡もし加入署が

送受紹を上げた状態を続けるならば,NU苦送川後約10～2()秒後

に,[=ふ内トランクは発呼署を強制切断L傷旧する｡発呼加入捌こ

ほライン回路より謂中音が道川される｡入トラソクでほ入トランク

の被呼省側【=l路を復旧させ,充呼者にほ二伸｣-1子】了･を送J11する｡

4.7 自局内および入NR接続(弟12,13図)

発呼加入者がレジスタに接統されダイヤルを開始するとレジスタ

はこれを計数蓄積する.｣もL発呼加入 のダイヤルし∵た番けの第1

数字がサービスを行なっていない番刃･だった場合,レジスタはNR

接続であることを識別して,ただちにマーカを 勤しNR接翫の

示と発呼加入者に関する情報をマーカに送り込む｡､マーカはNR接

続の 示に従って,前項の空番別安紋の場合とまったく同じ方法で

空目局内トラソク(またほ入トランク)とNtJ舌トランクとをクロス

バスイッチを介して接続する｡この接純が終了するとマーカはレジ

スタとともに復旧する｡NU晋斗ランクからほ発呼加入一着にNU斉

が送川され,以後ほ望番号接献の場合とまったく同じ経過をたど

る｡

5.将来の問題

点近,私設用加入者交換機にクロスバ方式が採用されてきている

のほ,クロスバ方式では従 のA形,H形にほ望めない高度のサー

ビスが比較的容易に実現できることにある｡

現在すでに顧客の交換機に対する要求ほ単なる交換機能の面だけ

にとどまらず, 常上保守上の高度のサービスが められており,

この傾向ほ今後いっそう高まるものと思われる｡したがって,各穐

機能の付加と経済性との問題が生じてくる｡

また一般に電話交換機においてほ,所要電話棟数は年々増加する

ものであり,設置する交換機の決定ほ,イニシャルコストと増設時

の技術的経済的問題とからみ合って非常にむずかしい｡

したがって,ある形の交換機を設閂しても遠い将来にほ,その交

換機の収容能力以上の回線数が要求されることほ当然起りうる問題

であり,これに対処するなんらかの方法が要求される｡

以上の問題について,現在すでに考えられていることを次に述べ

る｡
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5.1サービス轢能の付加と経済性の問題

5.l.1障害記録装置の付加

障11芦.iL己録装拝封ま交横磯障チ芦時に障害の状態をただちに,さん孔

テープにLf己録し,†勘こ障書の存在だけでなく,障告の種別,程度お

よび購囚の究明に役立つ有力な装荷であるが,PC2形自動交換機

でほ,障醤箇所,原因の究明ほ,さほど困難とも思われないので,

経済性を考慮して速力 示盤を用いている｡しかし将来,顧客の要

求により障肖記録装置の付加が必要となることも考えられる｡

5.l.2 ナンバグループの付加

ナンバグループほフレームの加入者収柳､ヒ置と加入者番号との

対応を作意にとることができるので,衝けイ､J`与のⅠ'仙度を増加し,

トラヒヅク伴理の而からきわめて宥Ⅲである｢)

↑回,日本鋼管株式会社水江製鉄所に納入したPCF21ぢ･Al■l

動交換機にほ経済性を考慮して,ナソバグループは設置せず,加

入~者番けおよびサービスクラスの固定を行なった｡

紆酬･生を乱さずにナンバグループの付加が行なえることが望ま

れている｡

5.1.3 トーキー装置の付加

公衆通信用交換機において,すでに時報,天気予報サービスな

どに使用されているトーキー装置ほ,私設用加入者交換機におい

ても種々の用途が考えられている｡この装荷の設問ほ交換機の共

通制御邦分への大きな影響はないと考えられるので,装置本体の

コストを考 することで容易に可能と思われ,加入者へのサービ

ス向上に大いに役_立つものと思われる｡

5.2 収容回線数の増大化

1汀述のとぉり一一般に電話交換機においては.加入者数ほ年々増大

し,ついにほ,その交撲機の収暦儲け直=の回線数及要求されるこ

とが るり したが/_,て約800回線の収揮能ノJをイデするPC2形

l二1動交撒機では,この要求に対し現作次のノノ式が考えられている｡

すなわち,PC2形l'l動交換機をLS(ローカル･セレクタ)川と

L,これをTS(トール･セレクタ)で結合する｡したがって加入

数の増人に対してほLSを増加すればよい｡TSとしては接続のじ

ん辿性のため全電二予交換方式を用いることも考えられる｡この中継

方式を第14図により本力式を説明すると次のようになるLr

LSとLて他用するPC2形l]動交換機ほ切換ソテ式のものであ

る.∴紺別の都合上,日J‖)内加卜入者をl佃内加入者,他局内加入者を市

外加入者と呼ぶことにする｡

(1)~lけ外発中継接湖

山l勺加入者が送受儲を上げ呼を発したとすれほ市内加入者ほ

LMの動作によりP SおよびSSを経由してLRに接続され,さ

らにⅠ一RからIJRIノを経由して,空LOGT まで接続される｡

Ⅰ.Mほこの接続が完成すると復1Flして発呼加l入着はLRよりダイ

ヤル古を聞く(｡接続ほ,またLOGTからTICTへと延長され,

TRL経由でTRにも接続される｡TRほトランクの経路を蓄積

する｡発呼加入者が第1数字をダイヤルしその数字が他局加入者

を示す数字であるとする｡第1数字ほLRおよびTRに送られ,

LRほダイヤル音をとめ,LMを捕捉し,PSおよぴSSを

して発呼加入者をさきに捕捉したLOGTへと接続させ,この接

続が完成すれほLM,LRLおよびLRほ優丁口する｡TRほ第1

数字を計数蓄漬し,lJl‖から他右_,)加入 への呼であることがわか

るとただちにSMを捕捉する｡SMはTRから送られた第1数字

に相1する方路(たとえばBWTl)の空目入トランクを選択決定

し,これとTR,TRLおよびTICT紬.7-1で識別できる接続進行中

のTICTに対応する位置との間に通路を完成し,TRおよびTRL

とともに復旧する｡したがって最終的には,加入者ダイヤルほ,

発呼加入者
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TDCONV TDCONV

のLSに送出され,また通話もこの

(2)市外着中継接続

___◆}.___｣

イ世局＼

BWTlなる経路でほか

路で行なわれる｡

他局加入者が呼を発すると,対応するカ路(たとえばBWT2)の

‖入トランクが捕捉され,ついでTRL経由でTRへ接続される｡

TRはトランクの経路を蓄積する｡発呼加入者が第1数字をダ

イヤルし,その数字が白局内加入者を示す数字であれば,TRほた

だちにSMを捕捉する｡SMはTRから送られた第1数字に相当

する方路(TOGT)の空トランクを選択決定し,これとTR,TRLお

よびBWT2経由で識別できる接続進行中のBWT2に対応する

位置との間に通路を完成し,TR,TRLとともに復旧する｡接続は

またTOGTからLICTへと延長されLRL経由でLRにも接続さ

れる｡したがって2数字以後のダイヤル数字は,結局LRで計数

蓄積され,LRはLMを捕捉し,これに被呼加入者番号を送り込み,

LMほこれによって,被呼加入者を選び,これとLR,LRLおよぴ

LOGT 別できる接続進行中のLOGTに対応する位置と

の間の通路をPS,SSを経由して完成し,LR,LRLとともに復

旧する｡

以上が完成すれば,呼出信号ほLICTより被呼加入者へと送出

される｡したがって最終的にほ,BWT2

SPTH

LRG

TDCONV TOGT LICT

TDCONV

被呼加入者なる経路が完成し,通話が行なわれる｡

(3)市外中継接続

他局加入者が呼を発すると,対応する方路の出入トランクが捕

祝され,ついでTRL 出でTRへ接続され,TRがただちにト

ランクの経路を蓄積するまでほ(2)項と同じである｡

発呼加入者が第1数字をダイヤルし,その数字が別の他局加入

者を示す数字であったと仮定する｡TRはただちにSMを捕捉し,
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ライン｢′--カ

テープサービス装置
テープサービストランク

白局内トランク

ノ､ウラ ーランク

特殊トラソク

㌍番号トラソタ

ロ一カルレジスタ

P･一カル入トランク

ローカノしJllトランク

ラインリレーグループ

加入者

r･--カルレジスタリソク

市内階梯

一次スイッチ
ニ次スイッチ

l市外階梯
セレクタマ〉カ

トールレジスタ

トールレジスタリソク

山人トラソク

ト【ル人トランク

トール出トランク

トラソシスタDC変換器

SMはTRから送られる番号に対応する方路(たとえばBWT3)

の空出入トランクを選択決定し,これとTR,TRLおよびBWT2

経由で 別できる接続進行中のBWT2に対応する位置との間に

通路を完成し,TRL,TR,SMは復旧する｡したがって2数字以

後のダイヤルほBWT3へ延長され,所望の他局へ送J-11される｡

また通話もこの 路で行なわれることになる｡

以.上の方式を用いれば,TSには接続の迅速性が要求されるのみ

であり,呼日伝号,そのほか現在の全電子交換方式において技術的

に困難祝されている問題ほさけることができる｡

以上の方式を用いることをこより,PC2形眉動交換機を用いて容

量数千同種のものまで増大できる｡

る.結 言

以上,私設用加入者交換機の標準化として,PC2形自動交換機

について述べたが,前述のように PCF21号A自動交換機をPC2

形の第1号機として,日本鋼管株式会社水江製鉄所に納入し,昭和

34年12月13日より好調に

経済性とサービス機能

付加の限度をどこにおくか

云を行なっている｡

経済惟を考慮した場合,サービス機能

の面で今後に残された問題も若干あ

るが,これらも現在解決されつつある｡

最後に,本研究にあたり,終始ご指導とご援助をいただいた日本鋼

管株式会社の五味氏,酒井氏,月橋氏およびクロスバ方式の先輩各位

に厚くお礼申上げるとともに,今後のご指導ご鞭捷をお願いする｡
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